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脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 

びまん性特発性骨増殖症における脊椎損傷に関する研究 

研究分担者 松本守雄  慶應義塾大学整形外科 教授 

 

研究要旨 びまん性特発性骨増殖症は靭帯骨化を基盤に高齢者に発症する疾患で

あるが、その原因はいまだ不明である。本症では可撓性のない脊椎となるために、

転倒などの軽微な外傷により脊椎損傷をきたすことが知られている。後ろ向き研

究 285 例の結果、本損傷は軽微な外傷で発生し、後縦靭帯骨化を伴う高位では重

篤な麻痺を呈する傾向であった。この結果を踏まえて現在、参加施設で治療を受

けた本損傷患者を前向き登録している。前向き症例登録の臨床データと後ろ向き

研究と比較しての本損傷の病態及び問題点を調査している。本年度は、後ろ向き

研究のデータを用いて、糖尿病の関与に関する合併症調査を行ったので報告する。 

 

  

Ａ． 研究目的 

びまん性特発性骨増殖症は靭帯骨化を基

盤に中高齢者に発症する疾患であるが、そ

の原因はいまだ不明である。今回の調査で、

本損傷は高齢者に低エネルギー外傷によっ

て受傷し、受傷時には麻痺は少ないものの、

遅発性麻痺の頻度が高く、診断の遅れ、骨折

部位の OPLL の存在、MRI での脊髄輝度変

化、後方要素の破綻がみられた症例では麻

痺が多いことが明らかとなった。現在、前向

き症例登録を行っており、希少な脊椎損傷

であることから病態が明らかとなっていな

い本損傷のデータの蓄積を行っている。本

研究の目的は、びまん性特発性骨増殖症を

伴った脊椎損傷の病態を調査し、その治療

上の問題点を明らかにすることである。 

 

Ｂ．研究方法 

厚労科研脊柱靱帯骨化症研究班により多

施設後ろ向き研究参加施設で 2005 年から

2015 年に治療を行った患者 285 例のうち、

糖尿病に関する情報が得られ、手術が施行

された 177 例(男性 132 例、女性 25 例、受

傷時平均年齢 75±10 歳）を対象とした。糖

尿病の有無により2群に分け、Clavien-Dindo

（CD）分類 3 以上の合併症、手術関連合併

症、受傷後 3 か月での死亡率について比較

検討を行った。糖尿病患者で HbA1c の値や

投薬の有無により、感染率が異なるか検討

した。また、創部感染の危険因子につき、多

変量解析を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

50 例（28%）が糖尿病群に分類された。

患者背景として年齢、BMI、診断の遅れ、高

エネルギー外傷、手術時間/固定椎間、出血

量/固定椎間は両群間で有意差はなかった

が  、糖尿病群では有意に男性が多かった

（糖尿病群 86%、なし群 70%、p=0.029）。

手術関連合併症では糖尿病群で創部感染を
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多く認めたが(糖尿病群 10%、なし群 2%、

p=0.025）、他の合併症発生率および死亡率

との有意な関連はなかった。糖尿病群のう

ち HbA1c 値が得られた 45 例につき検討し

たところ、HbA1c 値や投薬の有無と、創部

感染の間に有意な関連はなかった。多変量

解析の結果、糖尿病あり（オッズ比 5.41、

p=0.031）、診断の遅れ（オッズ比 5.48、

p=0.048）が創部感染の独立した危険因子で

あった。 

 

Ｄ．考察  

過去の報告でも DISH と糖質代謝異常な

どのメタボリックシンドロームの関係が指

摘されている。本研究においても、DISH 患

者では脊椎損傷においても 28%と糖尿病有

病率が高かった。 この数値はアメリカ合衆

国の糖尿病有病率９％、日本の８％よりも

高い数値であった。また、DISH 脊椎損傷患

者では通常の脊椎損傷に比べて周術期合併

症が高いことが報告されており、これまで

糖尿病及び肥満や術前神経症状のある例が

危険因子であることが報告されてきた。今

回の研究の結果、周術期合併症の中でも創

部感染と糖尿病患者で有意な関連がみられ

た。周術期合併症のリスクを最小化するた

めには厳格な術前血糖コントロールが必要

な可能性がある。今後さらなる症例登録を

継続し、前向き調査の結果を解析する予定

である。 

 

Ｅ．結論 

本損傷において、糖尿病は創部感染の危険

因子であり、手術の際は創部感染予防に留

意すべきである。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

予定なし 

2.実用新案登録 

予定なし 

3.その他 

予定なし 
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